
児童虐待は社会全体で解決すべき間題です。
●児重虐待とは ,つ

なぐ  け たた おぼ

殴る、蹴る、ロl]く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、、,弱れさせる、
家の外にしめだす など

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど

乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔なままにする、 自動車の中に

放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない、他の人が子どもに暴力を振るう

ことなどを放置する など

言葉により脅かす、無視する、きょうだい間で差別的な扱いをする、

子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう(DV) など

子どもについて
■いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
■不自然な傷や打撲のあとがある

■衣類やからだがいつも汚れている■落ち着きがなく乱暴である

■表情が乏しい、活気がない ■夜遅くまで一J、、で家の外にいる

保護者について
■地域などと交流が少なく孤立している

■小さい子どもを家においたまま外出している

■子育てに関して拒否的・無関心である/強い不安や悩みを抱えている

■子どものけがについて不自然な説明をする

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで
赤ちゃんがなにをやっても泣き止まないと、イライラしてしま

うことは誰にでも起こり得ます。しかし、泣きやまないからと

いって、激しく揺さぶらないでください。赤ちゃんや小さな子ど

もが激しく揺さぶられると、見た目にはわかりにくいですが、頭

(脳や網膜)に損傷を受け、重い障害が残つた -,-L・・
り、命を落とすこともあります。どうしても泣

きやまない時は、赤ちゃんを安全な所に寝か 1> ':
せて、その場を少しの間でも離れ、まず自分

をリラックスさせましょう。

● 「しつけ」 が行き過きると虐待に当たることもあります

子育てにおいて、しつけと称して、叩いたり怒鳴つたりすることは、子どもの成長の助けにならないばかりか、

悪影響を及ぽしてしまう可能性があります。以下のポイントを心がけながら、子どもに向き合いましょう。

児童相談所や市町村の相談窓口にこ、連結下さい

虐待を受けたと思われる子どもがいたら。

あなたのl本のお電話で救われる子どもがいます。

児重虐待かもと思つたらすぐにお電話ください。
お住まいの地域の児重相談所につながリます。
※一部のlP電話からはつながリません。※通話料がかかリます。


